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平
成
29
年
４
月
よ
り
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
を
示
す
最
上
位
計
画
「
第
２
次

ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ラ
ン
は
、
長
寿
社
会
が
進
展
す
る
一
方
で
、
少
子
化
を
伴
う
人
口
減
少
社
会
が
急
速

に
進
行
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。
前
プ

ラ
ン
の
考
え
方
な
ど
を
基
本
に
据
え
な
が
ら
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
本
市
の
将
来
都
市
像

な
ど
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
、
教
育
、
行
政
改
革
な
ど
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
計

画
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
、前
回
号
（
第
22
号
）
で
お
知
ら
せ
し
た
本
プ
ラ
ン
の
全
体
像
の
中
か
ら
、ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
掲
げ
る
４
つ
の
重
点
目
標
（
子
育
て
環
境
日
本
一
、
市
民
活
動
日
本
一
、
防
災
・

減
災
日
本
一
、
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
日
本
一
）
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
「
ふ
る
さ
と
龍

ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
（
前
プ
ラ
ン
）」
で
は
、

市
民
活
動
の
推
進
と
子
育
て
環
境
の
充
実
を

重
点
施
策
に
位
置
付
け
、
と
も
に
日
本
一
を

目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
子

育
て
環
境
日
本
一
」
と
「
市
民
活
動
日
本
一
」

を
標
榜
し
、
高
い
意
識
と
強
い
意
気
込
み
を

も
っ
て
、
特
徴
的
な
取
組
や
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

◆
「
市
民
活
動
日
本
一
」
の
取
組

　

市
民
活
動
推
進
の
取
組
と
し
て
は
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
力
ア
ッ
プ
に
向
け

て
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
活
動

範
囲
か
ら
成
る
中
核
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
動
が
11
地
区
で
開
始
さ
れ
、
そ
の

他
の
地
区
に
お
い
て
も
準
備
会
等
で
検
討
が

続
け
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
着
実
に
前
進
し
て

前
プ
ラ
ン
か
ら
の
重
点
目
標
の
継
続

い
ま
す
。
特
に
中
核
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
設
立
さ
れ
た
地
区
に
お
い
て
は
、
地

域
と
行
政
の
橋
渡
し
と
な
る
市
職
員
を
地
域

担
当
職
員
と
し
て
配
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

指
定
す
る
市
民
活
動
に
参
加
し
た
際
に
ポ
イ

ン
ト
シ
ー
ル
を
交
付
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
構
築
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
な
ど
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
、
特
に
市
政
へ
の
参
加
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
な
ど
を
は
じ
め
、
意

識
を
も
っ
て
地
域
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
が
増
え
る
な
ど
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

長
寿
社
会
の
進
展
と
と
も
に
少
子
化
に
よ

る
人
口
減
少
社
会
が
本
格
化
す
る
中
、「
公

共
を
皆
で
担
う
」
と
い
う
考
え
方
の
重
要
性

が
一
層
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
協
働
の

取
組
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

◆
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
の
取
組

　

子
育
て
施
策
の
取
組
に
つ
い
て
は
、「
子

ど
も
を
産
み
、育
て
る
な
ら
龍
ケ
崎
」と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
充
実
し
た
子
育
て
環

境
の
創
出
に
向
け
て
、
日
本
一
を
目
指
す
と

い
う
強
い
意
気
込
み
を
も
っ
て
、
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
子
育
て
に
係
る
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
一
時
保
育
や
延
長
保
育
に
係

る
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成
す
る
「
た
つ
の

こ
預
か
り
助
成
事
業
」
を
創
設
し
た
ほ
か
、

子
育
て
環
境
日
本
一
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
た

め
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
の
開
催
、
遊
び
の
拠

点
づ
く
り
（
大
型
遊
具
の
整
備
等
）
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
や
お
出
か
け
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
、「
た
つ
の
こ
育
て
応

援
の
店
」
や
「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
を

創
設
し
、
さ
ら
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
・
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
、

「
子
育
て
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

「
誰
も
が
活
躍
す
る
場
が
増
え
て
い
る
」、
こ

の
よ
う
な
環
境
を
中
核
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
を
柱
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼子育て環境 ▼市民活動 ▼防災減災 ▼スポーツ健幸

本市が目指す 　　つの 日本一 の旗

が元気！  　   も元気！自慢したくなるふるさと龍ケ崎

『第２次ふるさと龍ケ崎戦略プラン』
ひと

まち

4
問い合わせ　企画課地域戦略グループ☎内線 363

「
第
２
次
ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
」
の
取
組
ス
タ
ー
ト

人が元気！まちも元気！自慢したくなるふるさと龍ケ崎『第２次ふるさと龍ケ崎戦略プラン』
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昨
年
度
は
、
保
育
所
の
送
迎
に
か
か
る
負

担
軽
減
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す

る
た
め
、「
駅
前
こ
ど
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
オ
ー
プ
ン
し
、
ま
た
、
保
育
士
不
足
の
解

消
に
向
け
て
「
保
育
士
等
修
学
資
金
貸
付
制

度
」
の
創
設
、
さ
ら
に
は
、
学
童
保
育
ル
ー

ム
の
拡
大（
６
年
生
ま
で
）、そ
し
て
、
本
年

度
か
ら
は
、
高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
を

助
成
す
る
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
1.3
前

後
で
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
も

少
子
化
問
題
は
重
大
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
加
え
、

若
者
・
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
促
進
に

向
け
た
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
28

年
12
月
に
発
信
し
た
「
子
育
て
応
援
都
市
宣

言
」
を
踏
ま
え
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
家
庭
・

学
校
・
企
業
を
含
め
た
地
域
社
会
全
体
で
子

育
て
を
支
援
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
と
「
市
民
活
動

日
本
一
」
の
２
つ
に
つ
い
て
は
、
前
述
で
示

し
た
と
お
り
、
前
プ
ラ
ン
で
重
点
的
に
取
り

組
む
も
の
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
す
が
、
長

寿
社
会
の
進
展
や
少
子
化
を
伴
う
人
口
減
少

な
ど
現
在
の
社
会
情
勢
な
ど
を
考
慮
し
、
引

き
続
き
推
進
す
べ
き
取
組
で
あ
る
た
め
、
本

プ
ラ
ン
で
も
継
続
す
る
こ
と
と
し
、
新
た
に

「
防
災
減
災
日
本
一
」「
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
日
本

一
」
を
加
え
、
４
つ
の
日
本
一
の
旗
（
重
点

目
標
）
を
掲
げ
ま
し
た
。

◆
「
防
災
・
減
災
日
本
一
」
の
ま
ち
づ
く
り

　

自
助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
取
組
に
よ
り
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
に
対
し
、
市
民
、
地
域
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
対
処
で
き
る
「
防
災
・
減
災

日
本
一
」
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
市
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

災
害
に
対
す
る
備
え
を
強
化
し
て
き
ま
し
た

が
、
首
都
直
下
型
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

る
中
、
全
国
各
地
で
度
重
な
る
自
然
災
害
が

発
生
し
、
か
つ
、
被
害
が
甚
大
化
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
、
防

災
基
盤
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防
団

を
中
核
と
し
た
地
域
の
防
災
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

◆「
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
日
本
一
」の
ま
ち
づ
く
り

　

ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
を
通
じ
た
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯

に
わ
た
り
健
や
か
で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

「
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
日
本
一
」
の
ま
ち
を
目
指

平成 28年 6月にオープンした
駅前こどもステーション

てくてくロードの看板

し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
高
齢
者
が
健
幸
な
長
寿
社
会

を
目
指
す
た
め
の
具
体
的
な
取
組
の
一
つ
と

し
て
、
誰
で
も
気
軽
に
安
心
し
て
歩
け
る
こ

と
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
身
近
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
起
点
に
設
定
し
た

「
て
く
て
く
ロ
ー
ド
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
体
験
で
き

る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
全
市
的
に
強
力
に
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
意
気
込
み
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

本
市
で
は
、「
第
２
次
ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎

戦
略
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像
（
人

が
元
気　

ま
ち
も
元
気　

自
慢
し
た
く
な
る

ふ
る
さ
と　

龍
ケ
崎
）
の
実
現
に
向
け
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
、

４
つ
の
重
点
目
標
に
位
置
付
け
ら
れ
た
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
第
２
次
ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
は
じ
め
、
市
役
所
１
階
・
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
３
階
・
企
画
課
、
西
部
・
東
部
出
張
所
、

市
民
窓
口
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館

な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

次
号
（
第
24
号
・
９
月
発
行
）
で
は
、

重
点
目
標
の
一
つ
「
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
日
本

一
」
に
掲
げ
る
、
推
進
す
べ
き
重
点
施
策

や
具
体
的
取
組
な
ど
に
つ
い
て
、
現
状
や

課
題
な
ど
も
含
め
な
が
ら
、
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

戦

　略

目

　
　標

若
い
世
代
の

　希
望
の
実
現

〜
若
者
・
子
育
て

世
代
の
定
住
環
境

の
創
出
〜

教
育
環
境
の

　向
上

〜
ま
ち
づ
く
り
を

担
う
人
づ
く
り
〜

地
域
活
性
化

〜
ま
ち
の
活
性
化

と
認
知
度
向
上
〜

地
域
力
の
向
上

〜
安
全
・
安
心
で

住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
〜

持
続
可
能
な

　行
財
政
運
営

〜
将
来
に
つ
な
が

る
基
盤
づ
く
り
〜

子
育
て
環
境
日
本
一
【
重
点
目
標
】

住
ん
で
み
た
い
と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

龍
の
子
の
生
き
る
力
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
自
立
心
を
育

む
ま
ち
づ
く
り

生
涯
に
わ
た
り
学
び
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
め
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
活
動
日
本
一
【
重
点
目
標
】

地
域
の
潜
在
力
を
活
か
し
た
仕
事
と
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り

大
学
と
連
携
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

防
災
・
減
災
日
本
一
【
重
点
目
標
】

地
域
が
つ
な
が
る
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
健
幸
日
本
一
【
重
点
目
標
】

健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

人が元気　まちも元気　自慢したくなるふるさと　龍ケ崎人が元気　まちも元気　自慢したくなるふるさと　龍ケ崎将来都市像 第
２
次
ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
の
全
体
像
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龍ケ崎市公共
施設再編成の第２期行動計画
～縮充による公共施設の新しいカタチを目指して～

問い合わせ　資産管理課再生戦略グループ☎内線 473

　「子ども達が大きくなった時、できるだけお金の負担をかけたくない」、そう考える方は多いことでしょう。長
寿社会が進展する一方で、少子化を伴う人口減少がさらに進行し税収増加が期待できない現状において既存の公
共施設を全て維持更新していくことは非常に難しいものとなっています。これが、次世代となる子ども達の足か
せとなることは必至です。
　本市は、公共施設を減らしても施設価値を向上させることを目指して、公共施設再編成の第２期行動計画を策
定しました。まずは、これまでの第１期行動計画の取組状況を、その後に第２期行動計画の概要をご紹介します。

　2014 年度から 2016 年度にかけて取り組んできた第１期行動計画では、個別施設の見直しをトライアル事業と
位置づけ、機能の複合化や多機能化、さらに民間事業者のノウハウ活用など公共施設再編成の具体的な検討に取
り組んできました。

はじめに　第１期行動計画の取組状況

龍ケ崎市公共施設再編成の第２期行動計画

事　業　名 取　　組　　内　　容

学校給食セン
ターの一元化
による衛生機
能強化と食の
安全性の向上

【事業概要】第一・第二調理場を統合し、衛生環境改善、アレルギー除
去食対応

【取組内容】事業手法の調査を実施し、民間事業者のノウハウを反映で
きる設計・施工一括発注（DB）方式での整備を決定

【今後の予定】2020 年度供用開始に向けた事業化

保健福祉施設
の複合化・多
機能化

【事業概要】保健センター、総合福祉センター、地域福祉会館の３つの
既存施設の機能を複合施設に集約

【取組内容】市民ワークショップ、サウンディング（対話）型市場調査
を実施し、基本構想（施設の機能・役割、建設地、整備ス
ケジュール等）を策定

【今後の予定】2023 年度供用開始に向けた事業化

庁舎機能の再
編成と防災機
能の強化

【事業概要】事務量の増加により手狭となった本庁舎の建替えでなく、
老朽化した附属棟の建替えで機能を分担し、コストを抑制

【取組内容】新附属棟を建設し 2016 年 7 月に供用開始

出張所機能の
見直しによる
市民サービス
の向上

【事業概要】本庁舎の窓口業務との役割を整理し、市民ニーズを踏まえ
て出張所機能を見直し

【取組内容】市民ワークショップを実施し、提案を基にショッピングセ
ンターに市民窓口ステーションを 2016 年７月に開設

【今後の予定】既存出張所の在り方検討

統合に伴う有
効活用

【事業概要】旧長戸小学校（2015 年３月末閉校）跡地の活用を地域の検
討会で協議。サウンディング（対話）型市場調査を実施

【取組内容】活用方針決定（健康づくりの場として体育館等を活用。長
戸コミュニティセンター建替えの際の敷地とする）

【今後の予定】実施時期の調整
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　第２期行動計画の目的は、持続可能な地域経営の観点から、主に老朽化が進む学校、保健センターなどの公共
施設の統合や建替えを含む適正な機能の確保及び効率的な管理運営を実現することです。第２期行動計画は、本
市における公共施設マネジメント施策を明確にし、個別施設の見直しを実現するための計画です。

　2017 年度から 2022 年度までの６年間

　第２期行動計画は、龍ケ崎市公共施設等総合管理計画を上位計画とした、公共施設再編成の中期的な期間にお
ける行動計画です。第２期行動計画に基づき個別施設の再編成計画・長寿命化計画を策定し、主要施策アクショ
ンプランに反映のうえ、事業化を図ります。

第２期行動計画の位置付け

計画期間

第２期行動計画の目的

長寿命化計画
（橋梁・下水道・公園等）

公共施設等総合管理計画 （2015 年度～ 2051 年度）

公共施設等全体計画

公共施設

公共施設再編成の
　　　　第2期行動計画
（2017 年度～ 2022 年度）

インフラ

公営住宅等長寿命化計画

個別施設の再編成計画・長寿命化計画

学校施設の長寿命化計画

各施設の再編成計画等 主要施策アクションプラン

反映

「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」に
位置付けた事業や、公共施設の維
持更新にかかる事業等を対象とし
て、向こう３年で実施していく主
要な施策や事業の具体的な展開方
法を年度別に示した計画。

公共施設再編成の
基本方針

第１期
（トライアル事業） 第２期 第３期

公共施設等管理計画公共施設等
総合管理計画

行動計画

2012 年度 2015 年度

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

2014 年度 2017 年度 2023 年度

※公共施設等総合管理計画は、概ね５年ごとに見直します。
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　「縮充」とは公共施設の面積や施設コストを縮小・削減しつつも、施設機能は強化・充実させるという考え方で
す。単なるハード面の縮減ではなく、公共サービスの見直しにより、市民にとって公共施設の価値向上に繋がる
縮充ができるかが、公共施設再編成の成否のカギになります。
　まちの将来像を描き、縮充の考え方をもって、市民と行政がともに考えた公共施設の価値を実現していく新し
いカタチづくりに引き続き取り組みます。

※１　延床面積が概ね 100㎡以上の公共施設 82 施設に加え、公共サービス見直しの観点から民間施設の借上げ施設
3施設の合計 85 施設

※２　7ページ「個別施設の見直し」参照

【総括的取組】（85 施設※１）

◆公共施設マネジメントの着実な推進
　意識啓発活動と市民参加
　ＰＤＣＡサイクルの定着
◆計画的・効率的な維持管理
　施設点検、施設情報整備
　計画的予防保全と長寿命化

【個別施設の見直し】（54 施設※２）

◆計画編（縮充による再編成計画）（49施設）
　再編成の戦略協議
　再編成プラン・基本構想等策定
◆事業化編（再編成計画から事業化へ）（5施設）
　設計・工事の実施

現在の状況

縮充後のイメージ

公共施設の
延床面積

公共施設の価値

維持管理・更新費用（LCC）

総量削減

価値向上

公共施設の縮充のイメージ図

業務の見直しで、床面積削減！
集約化で、共有面積（玄関、廊下等）
を削減！

複合化で、世代間交流など
新たな機能を創出！
サービスの見直しで、市民
ニーズにあう公共サービス
を充実！

費用削減
施設が減って、更新費用を
削減！
効率的な管理で、維持管理
費を削減！

龍ケ崎市公共施設再編成の第２期行動計画

コンセプト　縮充による公共施設の新しいカタチを目指して

第２期行動計画の体系
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計画編（49） 複合化等による総量削減（39） 小学校（12 ※）、中学校（６）
保育ルーム（12）
職業訓練校
第二庁舎
市街地活力センター「まいん」
障がい児通所支援事業所つぼみ園
教育センター
市民活動センター
市営住宅（３）

利用形態及び運営形態の改善（５） 中央図書館
歴史民俗資料館
文化会館
森林公園（管理棟等）
農業公園豊作村

他用途への転用（5） 西部出張所
総合福祉センター
地域福祉会館
学校給食センター第一調理場
学校給食センター第二調理場

事業化編（5） 第１期行動計画で再編成計画が確定
した施設（3）

新学校給食センター 
新保健福祉施設
旧長戸小学校

政策的な新規事業（2） 道の駅
農産物直売所

　施設の統廃合や利用形態の変更など個別施設の見直しを行う施設は、縮充による再編成計画を立てる計画編 49
施設と、これまでの取組をふまえ事業化（建設）する事業化編５施設の計 54 施設を対象とします。

※　旧北文間小学校含む。子ども達のより良い環境の充実を図るため、適正規模・適正配置の観点から
再編成を検討します。

　公共施設等総合管理計画策定時（2015 年度）の延床面積 19.5 万㎡と比較して、30％削減（5.84 万㎡）する個別
施設の再編成計画に取り組みます。このため延床面積６割を占める小中学校はじめ、老朽化が進行する個別施設
54 施設について将来の在り方、必要な施設規模等の整備方針を検討します。

　行政内部組織である公共施設等マネジメント戦略会議による幅広い視点からの検討に加え、外部組織による専
門的視点や市民の視点から調査審議する公共施設等マネジメント推進委員会を開催します。これら内外部の組織
を活用して、ＰＤＣＡサイクルによる事業の見直しを毎年行い、進捗の遅れや原因究明、軌道修正等を行います。
　また、施設点検による施設現況の把握、工事履歴情報の整備を踏まえた中期５か年保全計画（公共施設の維持
管理や更新に必要な費用を算定）策定までのサイクルを確立し、計画的・効率的な維持管理に努めます。

目標　延床面積 30％削減の再編成計画の策定

総括的取組

個別施設の見直し
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流
通
経
済
大
学
は
１
９
６
５
年
に
創
設
さ

れ
、今
年
で
52
年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、

数
多
く
の
学
生
た
ち
が
龍
ケ
崎
市
内
で
学
生

生
活
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
龍
ケ

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
お
お
よ
そ
２
，
２
０
０

人
の
学
生
が
在
籍
し
ま
す
。
ま
た
、
教
員
数

は
約
３
５
０
人
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
多
く
の
知
的
・
人
的
資

源
を
中
心
と
し
た
「
大
学
」
と
い
う
大
き
な

地
域
資
源
を
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
一
方
で
大
学
は
、
地
域
と
関

わ
り
連
携
す
る
こ
と
に
よ
る
大
学
教
育
の
向

上
を
目
指
し
、
平
成
16
年
２
月
に
『
龍
ケ
崎

市
と
流
通
経
済
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
協

定
（
龍
・
流
協
定
）』
を
締
結
し
ま
し
た
。

以
来
、
相
互
協
力
の
も
と
、
様
々
な
か
た
ち

で
龍
・
流
連
携
事
業
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
て
い
ま
す
。

　

既
に
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
我
が
国

に
お
い
て
は
、
高
齢
化
を
伴
う
社
会
変
化
を

国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
キ
ャ
ン
プ
等
招
致
活
動

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
見
据
え
、
全
国
各
地

で
事
前
キ
ャ
ン
プ
招
致
活
動
が
動
き
出
し
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
大
学
ス
ポ
ー

ツ
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
を
見
せ
る
運
動

部
を
有
し
、
こ
れ
ま
で
も
幾
度
と
な
く
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
大
会
に
出

場
す
る
海
外
代
表
チ
ー
ム
の
合
宿
を
受
け
入

れ
て
き
た
流
通
経
済
大
学
と
連
携
し
て
、
国

際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
キ
ャ
ン
プ
等
の
招
致
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
小

中
学
校
派
遣
事
業
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
や
大

学
講
師
等
の
各
種
審
議
会
へ
の
参
画
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
協
力

な
ど
、
数
多
く
の
連
携
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
左
図

に
示
さ
れ
る
地
域
と
大
学
双
方
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
ほ
か
、
大
学
に
よ
る

地
域
貢
献
の
場
や
大
学
と
地
域
と
の
交
流
の

場
が
生
ま
れ
、
お
互
い
の
信
頼
や
愛
着
の
増

進
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

 

市
民
大
学
講
座
・
講
演
会
の
開
催 

　

市
民
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
楽
し
く

学
べ
る
英
会
話
講
座
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
を
配
す
る
流
通
経
済
大
学
な
ら

で
は
と
言
え
る
、
正
し
い
歩
き
方
を
学
べ

る
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
」、
血
液
検

査
や
血
管
年
齢
等
の
測
定
を
伴
い
、
自
身
の

健
康
管
理
に
役
立
て
ら
れ
る
「
血
管
は
つ
ら

つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
」
な
ど
特
徴
あ
る
講

座
の
ほ
か
、
歴
史
・
自
然
・
文
化
・
子
育
て

等
、
大
学
講
師
の
方
々
の
様
々
な
専
門
知
識

を
活
か
し
た
講
演
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

体
験
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発 

　

社
会
学
部
国
際
観
光
学
科
の
授
業
で
は
、

龍
ケ
崎
市
の
誇
れ
る
地
域
資
源
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、
龍
ケ
崎
で
の
体

験
型
観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
学
生
が
研
究
・
開
発
す
る
こ
と
は
、

若
者
の
外
部
視
点
に
よ
る
新
し
い
龍
ケ
崎
の

魅
力
発
見
が
期
待
で
き
ま
す
。

※
政
策
情
報
誌
「
未
来
へ
」
第
20
号
（
平
成
28

年
８
月
発
行
）
に
て
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「龍 ・ 流連携事業」 により
相互に成長する

龍ケ崎市と流通経済大学
～龍ケ崎市は流通経済大学と連携して、

　さまざまな事業を展開しています～

問い合わせ　企画課地域戦略グループ☎内線 363

経済学部
経済学科 249 人

経営学科 131 人

社会学部
社会学科 166 人

国際観光学科 57 人

流通情報学部 流通情報学科 116 人

法学部
ビジネス法学科 292 人

自治行政学科 200 人

スポーツ
健康科学部

スポーツ健康科学科 905 人

スポーツコミュニ
ケーション学科 101 人

合　計 2,217 人

流通経済大学龍ケ崎キャンパス在籍数
（平成 29 年５月１日現在）

※大学院を除く

「龍・流連携事業」により相互に成長する龍ケ崎市と流通経済大学

要
因
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄

化
や
人
材
不
足
と
い
っ
た
地
域
の
衰
退
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
自
治
体

と
大
学
が
目
標
を
共
有
し
、
お
互
い
が
連
携

し
て
、
大
学
に
集
積
す
る
知
識
や
情
報
、
ノ

ウ
ハ
ウ
、
若
い
人
材
力
な
ど
を
活
用
し
、
地

域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
重
要
で

す
。

連
携
の
必
要
性

「
龍
・
流
連
携
」
の
は
じ
ま
り

主
な
取
組
と
メ
リ
ッ
ト

地域と大学にとってのメリット
地域のメリット

・大学に集積する知識や情報、
　　　　　　ノウハウが活かされる
・地域で不足する若い人材力を活用
・地域の活性化

　・学生や知己住民の人材育成

　　・地域との交流の場
　　・実践の場が得られる
　　・教育・研究へのフィードバック

出典：総務省ホームページ「地学連携」地域づくり活動

大学のメリット
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　連携事業の中でも最も大きな規模で中心的事業となっているのが、ボランティア学生小中学校派遣事業です。
子どもたちが日頃の学校生活とは異なる経験をしたり、より専門性のある指導を受けることで幅広い分野に関心
を持つきっかけになってほしいとの思いから、「ボランティア学生小中学校派遣事業」を実施しています。
　子どもたちにとっては、「いつもの授業」に学生たちが加わることで「いつもの授業」が「いつもの授業」では
なくなります。歳の近いお兄さん・お姉さんが教室にいるだけでワクワクし、そのお兄さんたちの説明や指導に
対しては子どもたちの集中力も増して、関心を持って授業を楽しみ、その後の学校生活に繋がっています。
　小中学校に赴く学生の中には、将来、教職を目指す学生や保育課程に学ぶ学生も多く、彼らにとっては貴重な
現場体験の場であり、学習の機会となっています。また、スポーツリーダー実習を兼ねて参加する学生たちにとっ
ても、運動指導の方法などを実践的に学べる有意義な経験となっています。

　このほかにも陸上競技会や運動会等の運営支援、休み時間・給食時間の生活支援など、学生たちが小中
学校で取り組む内容は様々です。「ボランティア学生小中学校派遣事業」は、子どもたちと学生たちの双
方が成長できる機会であることはもちろん、小中学校の教師たちにとっても、今後の指導方法等をより良
いものとするために役立っています。

救急救命講習
　スポーツ健康科学部・ライフセービングクラブと連携した、ＡＥＤの使い方
などを学ぶ救急救命講習は、平成 28 年度は、中学校５校と小学校３校で行わ
れました。実習では、各少人数グループ毎に学生が寄り添いながら、優しく丁
寧な指導のもとで、とても真剣に学ぶ子どもたちの姿が見られ、命の大切さや
命を守るために自分たちができることを真剣に考える良い機会となっていま
す。

親子ふれあい活動
　学生の専門知識・経験を活かした内容を取り入れ、学生たちが司会進行や指
導などを行います。スポーツ健康科学部の学生によるコーディネーショント
レーニング（親子体操）やラグビー部の学生によるラグビールールを取り入れ
たゲームなど、児童と親が一緒になって体を動かし、笑顔あふれる親子の触れ
合い活動を行っています。

学習支援
　小学校低学年生にはまだ学校生活に慣れず、授業に集中できない子どもたち
もおり、それらの子どもたちや苦手な教科の授業でつまずいたりしている子ど
もたちに優しく寄り添い学習支援を行ったり、体育や部活動では、スポーツ健
康科学部の学生が大学で学んだ知識や自身のスポーツ活動で培ってきた知識を
活かした指導を行っています。

　　 学主義の最前線
　流通経済大学龍ケ崎キャンパスは、他の大学にない恵まれた環境にあります。それは、龍

ケ崎市民、龍ケ崎市内公立小中学校、龍ケ崎市役所といった地域・行政一体で大学生の「学びの場」
を提供していただいている点です。特に、小中学校との連携は、重要な理論と実践の懸け橋となって
います。実験室で行うものとは異なり、教育現場はまさに再現不可能なリアルな学びの場です。子ど
もにとって一度限りの授業を、大学生が実際に体験できることは、大学で学んだ理論を再認識できる
肝要な場に他なりません。
　ある大学生は言います。「先生が子どもたちのためにあれだけ計画的に実践し、授業中に修正して
いるとは知りませんでした」と。またある大学生は「信頼感は、先生と子どもの人間関係で重要にな
る」と信頼関係の重要性に気づきました。
　大学は地域に支えられています。これからも龍ケ崎市は本学の掲げる実学主義の最前線と考えます。

実

流通経済大学
スポーツ健康科学部
福ケ迫　善彦　教授
（ボランティア学生
小中学校派遣事業
担当教員）

子どもたちと学生たちの交流　『 ボランティア学生小中学校派遣事業』

楽しみ学ぶ子どもたち と 学校現場体験で成長する学生たち
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リニューアル
「常磐線佐貫駅発車メロディー」を「常磐線佐貫駅発車メロディー」を「常磐線佐貫駅発車メロディー」を

～ 龍ケ崎らしさを感じるメロディーに ～
しましたしましたしましたしました

聴
いてみてね！聴
いてみてね！

■問い合わせ　企画課地域戦略グループ☎内線 361

　市民の皆さんや龍ケ崎市を訪れた方々に親しみをもってもらい、市
のイメージアップを図ることを目的に、東日本旅客鉄道株式会社水戸
支社の協力のもと、作業を進めてきました「常磐線佐貫駅ご当地発車
メロディー」の導入について、今月３日土曜日の始発から新たなメロ
ディーにリニューアルしました。
　新たなメロディーとなった 3 曲は、市内外からたくさんの応募（応

RYUとぴあ音頭  【１番線ホーム／上り】
　祭りの曲として市民の皆さんに親しまれている元気が出るご当
地ソングです。
　爽やかでテンポのよい曲調は、元気とワクワク感を高めてくれ
ます。

かえるの合唱  【２番線ホーム／上り・下り】
　幅広い年代に親しまれ、誰もが口ずさめるやさしい曲です。緑豊
かに広がる田園風景と 400 年以上の歴史をもつ伝統行事「撞舞（つ
くまい）」を連想させるとともに、元気のよいカエルの声に、まち
を元気にしたいとする市民の皆さんの思いが込められています。

白鳥の湖  【３番線ホーム／下り】
　豊かな自然を有し美しく雄大な景観を楽しめる牛久沼と、その
牛久沼の水面を優雅に泳ぐ市の鳥「白鳥」をイメージさせる曲です。
発車メロディーを通して、市民の皆さんに愛される牛久沼を広く
PR します。

募数 361 通・楽曲数 156 曲）をいただいた楽曲の中から選ばれたもので、元気やワクワク感を大切に、龍ケ崎
をより身近に感じられるメロディーにアレンジしています。
　市では、発車メロディーのリニューアルをきっかけに、龍ケ崎市のＰＲや龍ケ崎市民の一体感の醸成、さらに
は、佐貫駅周辺地域の賑わいを創出し、その効果を市内全体に波及させることで、地域の活性化、魅力の向上に
つなげていきたいと考えています。

佐貫駅をご利用の際には、 ぜひ発車メロディーに耳を傾けてみてください♪


